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学 位論文要旨

学位論文題目 川端康成文学における異界の研究

― ―生と死・ 俗と聖をめぐって

申請者氏名 郭 春燕

本研究は、川端康成の初期掌編「 骨拾ひ」「 白い花」「 人間の足音」、中期掌編「 十

七歳」 と後期中編『 眠れる美女』 を中心に分析、考察し、川端康成文学における〈 異

界〉の本質をあらためて解明しようとしたものである。これらの作品に登場する主人

公たちは、単にこの世、つまり現実だけに生きている人間ではない。もちろん現実世

界に生きているのだが、他方では彼らはどこかで異界を背負っている。あるいはどこ

かで異界に生きている。〈 現実界〉 と〈 異界〉 がどのように関わりあっているかは作

品によって違う。本研究では、作品に描かれた人物描写やストーリー展開について、

テキストに忠実に丁寧に分析することを心がけた。各章の概要は以下の通りである。

第一章「 川端康成「 骨拾ひ」論― ―黄泉国訪問譚としての構造 」では、葬儀が「 私」

と祖父との訣別を促す契機として機能していることを検証した。その訣別は「 私」 の

内面において展開されるというより、骨拾いから納骨へと至る一連の儀式自体にこそ、

死者との訣別の論理が組み込まれていることを論じた。そして、生者と死者の訣別の

構造とは、黄泉国訪問譚という神話の構造によって支えられたものであることを明ら

かにした。「 私」 は自らの感覚で〈 生〉 と〈 死〉 を同時に体験することによって、混

沌とした〈 異界〉 と触れ合ったのである。

―第二章「 川端康成『 白い花』 論 艶めかしい聖女像－」 では、従兄、医師や小説家

といった男たちと恋愛を繰り広げる主人公の女性を、〈 聖女〉 という観点から見直し

た。従兄との擬似的な結婚を〈 近親婚の物語〉 として、そこに死というプロットが構

造化されてくることを検証した。従兄の死は、いわば近親婚の禁忌に違犯したことの

代償としてもたらされたものである。また、『 古事記』 軽太子と軽大郎女の物語を参

照することで、主人公に軽大郎女と衣通郎女の二面の同居を指摘し、俗と聖が裏表の

関係で存在する〈 異界〉 を見出した。

― ―第三章「 川端康成『 人間の足音』 論 魂の片足を喪失する人間 」 では、主人公で

ある彼が片足を失うという設定に着目し、そのような設定に込められた意味を巡って

考察を展開した。足音の病気や人間の魂の病気を聞き分ける超越的能力は、彼を普通

の人間の認識では及ばない〈 異界〉へ連れて行く 。主人公の変身を保証する特別な「 露

台」 について、本稿では説経節『 をぐり』 の構造を参照し、それが「 土車」 と同じ役

割を果たすことを検証した。また、作品の結末部における「 魂の片足を失つたやうな

顔」をしている彼に注目し、二本足で立って歩き出した瞬間に魂の病気を持ち始める

人間存在について論じた。

― ―第四章「 川端康成『 十七歳』 論 継承される生命 」 では、戦争との関係で論じら

れることの多かった「 十七歳」 という作品をめぐって、生命的存在としての主人公女

性の自己認識に注目した。「 薄い鉛筆」「 薄い蟻」「 着物」 などを通して、彼女は生命

のはかなさを認識する。そして、見舞いに来る母と妊娠中の姉との対話を通じて、彼

女は死の側から生者の世界を俯瞰する視座に自分を置いている。その視座は、生を常
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に死との関連の中で捉えようとする川端康成文学の基本構造に深く通じ合っている。

妹は自分を死の世界に置き、生きている世界にいるもの、家族やこれから生まれる生

命を、死後の世界から守ってあげようとする。まだ生きていながら死者の視座を獲得

する点に「 十七歳」 の独特な構造があるといえる。

―第五章「 川端康成『 眠れる美女』 論 異質の混和する異界―」 では、江口老人と眠

れる美女の造形や本質を明らかにした。江口老人も眠れる美女も、生と死、俗と聖の

二面性をあわせ持った存在である。彼等が秘密の家で落ち合うという設定に、川端康

成文学における〈 異界〉 と〈 現実界〉 の関係が凝縮され、設定されていることを検証

した。そして、『 眠れる美女』 の源泉となった謡曲『 江口』 を媒介することで、黒い

少女が二側面の中の俗と死に構造化され、死なざるを得なかった本質を究明した。『 眠

れる美女』 は、日常的に生きている時間と空間の中に存在する〈 異界〉 を表現してい

るといえる。

以上、川端文学では、裏表の関係で〈 現実界〉 と〈 異界〉 が現れてくることがうか

がえた。日常生活中に潜む〈 異界〉 という点に、川端康成文学の独特な魅力が読み取

れる。






